
アラインメント制御

DRFPMI ASC design

アラインメント制御の設計
信号取得法の設計（干渉計の設計）
制御設計（制御ループの設計）

信号取得法の設計
信号分離→（準）対角化
その他

雑音のカップリング
安定性・堅牢性
動作点へのひきこみ

信号取得の障害（PRFPMIの場合）
PRCがDegenerateしている
PRMとITMの信号が縮退し、分離が難しい

解決策
PRCの縮退を解く＝ PRC 内のGuoy phaseを回す
PRCを伸ばす・ PRC内のモードを絞る



Preliminary

PRFPMI（TAMA）の場合

DRFPMI ASC design
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Advanced LIGO の場合

DRFPMI ASC design

ASC Matrix (Advanced LIGO) Current design
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ASC Matrix (Advanced LIGO) Proposed design
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Preliminary

DRFPMIの場合

DRFPMI ASC design

ASC Matrix (Dual Recycled FPMI) Degenerated
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まとめ

DRFPMI ASC design

メリット
アラインメント信号分離が格段によくなる
鏡の曲率設計（特にPRM、SRM）が楽になる

R=400km@10m >> R=??

PRC, SRC内のビームが細くなる
光学素子が小さくてもよい？

BSの裏面反射を分離するためのBSの厚さも、ビーム径@BS

 の比だけ楽になる
ビームの取り回しが楽
裏面反射等の処理が楽

デメリット
ビームスポットが小さくなる

熱レンズ効果を増加させるか？

干渉計設計への要請など
ITMsをレンズ化する（f=数10m程度？）
分離可能なPRC, SRCの共振器長を選ぶ（長さ制御とのマッチング）


